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論文内容の要旨
本論文は現代日本語の複合動詞の語形成を分析する研究である。ここで言う複合動詞とは 2 つの動詞
要素からなり、前項動詞(以下 V 1) の連用形に後項動詞(以下 V 2) が続く複合語を指し、「歩き疲
れる J I打ち倒すJ I持ち歩く」などがそれに当たる。本論文の構成は以下の通りである。
第 1部序論
第 l 章 イントロダクション
第 2 章理論的枠組み
第 2 部語嚢的複合動調の連続性
第 3 章 語葉的複合動詞についての問題提起
第 4 章 語葉的複合動詞の連続性への試論一様態複合動詞を対象として一
第 5 章 語葉的複合動詞における「他動性調和」の再考一複合動詞の連続性の観点から-
第 3 部 語嚢的複合動詞と統語的複合動調の連続性
第 6 章 統語的複合動調についての問題提起
第 7 章 語葉的複合動詞と統語的複合動詞の連続性 I 一再試行を表す I~直す」を対象として一
第 8 章 語葉的複合動詞と統語的複合動詞の連続性E一I~出す」を対象として一
第 4 部その他の問題
第 9 章 「流れ出る」と「流れ出す」の類義性について
??門i12ム
第10章 語葉的複合動詞の自他交替について
第 5部結論
第11章終章
以下に本論文の要旨を述べる。
第 1 部序論
第 1 章では、語形成の定義と複合動詞の先行研究を概観し、本論文の位置づけを提示した。
現代日本語の複合動詞研究は影山 (1993) 以前と影山 (1993) 以降に大別できる。影山 (1993) 以前
の研究として、寺村 (1984) が最も包括的な性格を有する。寺村 (1984) は、構成要素である動調の本
来の意味が複合動詞の中でも保持されるものを V (自立 V) とし、保持されないものを v (付属 V) と
するという観点から、複合動詞を(1)のように分類している。
(1) a. V-V: 呼ピ入レル、握リツブス、殴リ殺ス、ネジ伏セル、出迎エル、…
b. V-v: 降リ始メル、呼ビカケル、思イ切ル、泣キ出ス、…
c. v-V: サシ出ス、振リ向夕、打チ樹テル、引キ返ス、-
d. v-v: 払イ下ゲル、(話ヲ)切リ上ゲル、(仲ヲ)取リ持ツ、(芸ヲ)仕込ム、トリナス、…
それに対し、影山 (1993) は複合動詞を語形成部門により (2) の 2 種類に分けている。 (2) のうち、
語嚢的複合動調は統語構造において最初から l 語として存在するのに対し、統語的複合動詞は深層構造
で 2 語として存在し、表層構造ではじめて l 語になる。
(2) A 類(語葉的複合動詞) : 
飛び上がる、押し開く、泣き叫ぶ、売り払う、受け継ぐ、解き放す、飛び込む、(隣の人に)
話しかける、こびり付く、飲み歩く、歩き回る、踏み荒らす、誉め讃える、語り明かす、聞
き返す、震え上がる、呆れ返る、持ち去る、沸き立つ
B 類(統語的複合動詞) : 
払い終える、話し終る、しゃべり続ける、食べすぎる、食べそこなう、助け合う、動き出す、
食べかける、しゃべりまくる、走りぬく、数え直す、見なれる、登り切る、やりつける
寺村 (1984) の分類を影山 (1993) の基準で分類し直せば、 IV-VJ Iv-VJ Iv-vJ は語葉的複合動調
に属し、 IV-vJ には語葉的複合動詞と統語的複合動詞の 2 種類が混在していることがわかる。すなわち、
影山 (1993) 以前の研究では自立 V と附属 V の内実を十分に把握していない。また、影山 (1993) 以
降の研究は、語葉的複合動詞と統語的複合動調を分けて分析するものが多いが、この 2 者の関係を積極
的に扱っていないという問題点がある。
先行研究に対し、本論文は従来あまり論じられていない複合動詞の分類聞の連続性を中心に分析する
点で独自の位置づけを有する。
第 2 章では、本論文の理論的枠組みを紹介した。
複合動詞の語形成の連続性を分析するに当たって、単に複合動詞聞の意味上の類似性だけでなく、統
語上の類似性も視野に入れなければならない。すなわち、同時に意味解釈と統語現象を分析できる方法
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論が必要である。そこで、本論文は語葉意味論 (Lexical Semantics) の立場から、複合動調の語形成
メカニズムを V1 と V2の語葉概念構造 (Lexical Conceptual Structure、 LCS) の合成と考え、合成した
LCS から複合動詞の項構造が決まるというメカニズムを想定する。一つの単純動詞が持てる最大の
LCS は (3) の通りである(影山2008参照)。
(3) [x ACTON Y J CAUSE [[y MOVE [Path W J J BECOME [yBE AT-zJJ 
|活動| 使役 |過程| 推移 |状態|
」一~ ¥ Y ノ
上位事象 下位事象
(3) における左から右への事象の順番は、動作主からの力の伝達の順番を表し、現実世界の時間の流
れを反映している。 ACT の主語 x は項構造上の外項になり、 BE の主語 y または ACT の対象 y は項
構造上の内項になる。
複合動詞の LCS 合成モデルについて、本論文は複合動詞に2種類の LCS 合成があると想定している。
一つは (4) のような右側主要部のモデルである。
(4) 太郎がドアを押し開ける
LCS2 : 
LCS1 : 
項構造:
[Xj ACT ON YiJ CAUSE [Yi BECOME [Yi BE A T -OPENJ J 
[Xj ACT ON YiJ 
J 「矧」 わ「ドア」
(4) における LCS1は V1の LCS を、 LCS2は V2の LCS を指す。簡単に言えば、このモデルは LCS1
が LCS2と平行して進行することで LCS2を修飾することを意味する。複合動詞の項構造は基本的に主
要部である LCS2によって決まる。修飾部である LCS1の項は、 LCS2の項と同定できたものだけが項構
造へ連結される資格を有すると想定する。 I I J は LCS2から項構造への連結の途中、 LCS2の項と LCS1
の項が同定をなすことを表し、「↓」は項構造への連結を表す。第 2 部以降に言及する「手段J I原因J I様
態J I並列」の語葉的複合動詞がこのモデルに属する。
もう一つのモデルは (5) のような補文関係のモデルである。
(5) 花子が小説を読み始める
LCS: [Xj CAUSE [BECOME [ιCSl Xi ACT ON y} BE AT -STARTJJ 
項構造: Xj I花子J Y I小説J
V1 と V2が補文関係をなす場合、 V1が V2の項に相当するので、 LCS 合成において、 LCS1全体が主要
部 LCS2に埋め込まれることが想定される(埋め込まれた LCS1をイタリックで示す)。複合動詞の項構
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造は主要部 LCS2によって決まるが、この場合、 LCS1 自体が LCS2の項として機能するので、 LCS1の項
も項構造への連結資格を有すると考えられる。ただし、 LCS1 と LCS2に同一物を指す項がある場合、こ
の 2 つの項は同定される必要があると想定する。第 2 部以降で見る「補文関係J の語葉的複合動詞と統
語的複合動詞がこのモデルに属する。
紙幅のため、第 2 部以降の要旨においては、 LCS の提示を省略する。
第 2 部語嚢的複合動調の連続性
第 3 章では、語柔的複合動詞に関する先行研究の問題点を指摘した。
語葉的複合動詞は V1 と V2の意味関係によって「手段J I原因 J I様態J I並列J I補文関係」の 5 種類
に分けられ、 (6) のパラフレーズ(影山1999) と (7) の諸特徴で判断できる(影山1999、松本1998 、
由本2005) 。
(6) a. 手段: V1することによって、 V2
b. 様態: V1 しながら V2
C. 原因: V1の結果、 V2
d. 並列: V1かつ V2
e. 補文関係: V1 という行為/出来事を(が) V2 
(7) a. 手段:前項はすべて動作主的動詞であり、また、後項動詞は何らかの状態/位置変化の使
役を表す動詞である(松本1998) 。
b. 様態:様態が主要な出来事と同じ期間に継続するものでなければならない(松本1998) 。
V1は継続相として解釈できるものに限られる(由本2005)0
C. 原因:結果を表す後項動詞が非動作主的でなければならない(松本1998) 。
V2は非意図的事象を表す非対格動詞に限られる(由本2005) 。
d. 並列: V1 と V2が類義語(影山1999) 。類義語の合成以外は容認されにくい(由本2005)0
e. 補文関係:後項動詞は前項動調で表された事象の様態を表すか、特定の意味を前項動詞に
加えている(松本1998) 。
近年では、語葉的複合動詞の各分類を異なる LCS ・意味構造の合成で分析するという手法を採用す
る研究が多い(影山1999、松本1998、由本2005) 。しかし、同じ複合動詞でも研究者によって異なる分
類として扱われることがあるので、 V1 と V2の意味関係自体は必ずしも自明ではなく、むしろ連続して
いるところがあると考えられる。すなわち、先行研究のように分類聞の連続性を考慮しない分析法では
語葉的複合動調の語形成を十分に説明できない。
上述の問題意識から出発し、第 4 章では、「駆け登る J I浮き上がる J I滑り落ちる」のような手段・
原因と様態の二重解釈ができる複合動詞と、「資料を持ち帰る」のような V1の内項を受け継ぐ様態複合
動詞を取り上げて、語葉的複合動詞の語形成に連続性が存在することを論証した。
一般的に言えば、手段・原因複合動詞と様態複合動詞はともに、 V1事象と V2事象が並行して継続す
る時間関係を有する。また、二重解釈ができる複合動詞は「山を登る/頂上に登る J のように「経路・
着点指向性」を切り替えられる V2を持ち、「手段・原因:頂上に駆け登る/様態:山道を駆け登る」の
ように、 V2の指向性、すなわち結果性の有無により複合動調の解釈が変わる現象が見られる。この現
象から二重解釈ができる複合動詞の LCS 合成には手段・原因複合動詞から様態複合動詞への派生関係
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が存在すると結論づけられる。
また、 V1内項を受け継ぐ様態複合動詞は (8) のように 3 段階に分けられ、複合動詞の直接受身の文
法性が段階ごとに落ちていく現象が見られる。
(8) A 類: V1内項は V2移動事象の着点に着く、もしくは起点から離れる。
資料が持ち帰られる、子供が連れ去られる、料理が持ち寄られる、…
B 類: V1内項は V2移動事象と一緒に移動するが、特定の着点・起点は問題にならない。
?カメラが持ち歩かれる、?彼女が連れ歩かれる、...
C 類: V1内項は V2の移動事象と同時に移動しない。
*酒が飲み歩かれる、*犯人が捜し歩かれる、*金が稼ぎ回られる、…
(8) のうち、 A 類の「持ち帰る」は手段・原因複合動詞の LCS に類似した LCS を有するので、直接
受身ができる。それに対し、 B 類の「持ち歩く」は A 類の LCS の骨組みを継承するが、 V2に結果性が
ないので、より一般的な様態複合動調に近い。また、 B 類の「持ち歩く」には様態複合動調から補文関
係複合動詞への派生関係があると考えられるので、受身形の文法性が不安定である。そして、 C 類の「飲
み歩く J は補文関係複合動詞の LCS を有し、複合動詞の目的語は補文として埋め込まれた LCS1に由来
し、主要部 LCS2の直接の対象にならないので、直接受身ができない。
第 4 章の結論として、いわゆる様態複合動詞という分類の語形成には、実は手段・原因複合動調から
様態複合動詞へ、さらに補文関係複合動詞へと派生するという連続性・派生関係が存在することを指摘
した。
第 5 章では、 (9) に示される、語葉的複合動詞一般に見られる「他動性調和の原則J (外項を持たな
い非対格自動詞は外項を持つ他動詞・非能格自動詞と複合できないという原則である。影山1993、 1999
参照)の成立原因について分析した。
(9) a 他動詞+他動詞:奪い取る、追い払う、引き抜く、射落とす
b. 非能格+非能格:言い寄る、飛び降りる、歩き疲れる
C. 非対格+非対格:滑り落ちる、立ち並ぶ、生い茂る
d. 他動詞+非能格:探し回る、待ち構える
e. 非能格+他動詞:泣きはらす、伏し拝む、笑い飛ばす
E 他動詞+非対格*洗い落ちる、*染めかわる、*倒し滑る
g. 非能格+非対格*走りころぶ、*跳び落ちる、*回り落ちる
h. 非対格+他動詞*揺れ落とす、*売れとばす、*滑り削る
1. 非対格+非能格*痛み泣く、*転び降りる
量的分布の観察を通して、語葉的複合動詞で一番有力な手段複合動詞では、「割る J I潰す」のような
動作様態が透明である有対他動詞が V2になりやすいことがわかった。この現象から、本論文は語葉的
複合動詞、とくに手段複合動詞の語形成の動機づけは V2の上位事象における動作様態を補充すること
であると分析した。この動機づけからすれば、手段複合動詞は必然的に上位事象、言い換えれば外項を
有する動詞を V1に取り、「他動性調和」をなすと予測できる。
また、第 5 章では第 4 章の議論を引き継ぎ、手段複合動詞、原因複合動詞、様態複合動詞の他に、並
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列複合動調と (6) の 5 分類にない継起複合動詞 (V1の後に V2という意味を表す複合動詞)も視野に
入れて分析した。第 4 章で述べたように、一部の様態複合動詞には手段・原因複合動詞からの派生関係
が見られる。また、こういった直接的な派生関係になくても、そもそも様態複合動詞では V1は V2の進
行中の様態を表すので、手段複合動詞における動作様態の補充という動機づけと軌をーにしている。さ
らに、並列複合動詞に「泣きわめく J 1忌み嫌う J のような類義語の組み合わせしか存在しない現象か
ら考えれば、並列複合動詞も動作様態の補充という動機づけの延長線上にあると考えられる。
第 5 章の結論として、語素的複合動詞の語形成には手段複合動詞を中心として広がっていく連続性・
派生関係があることを指摘した。この連続性・派生関係があるために、諾葉的複合動詞の多くは動作様
態の補充という動機づけを共有し、「他動性調和」をなすのである。
第 3 部 語象的複合動詞と統語的複合動詞の連続性
第 6 章では、統語的複合動詞に関する先行研究の分析を検討した。
統語的複合動詞は統語構造において、 V2が V1 を補文に取る構造をなしているので、従来の研究では
統語構造の議論が中心である。統語構造の議論はもちろん重要だが、統語的複合動調を考える際に、も
う一つの重要な問題がある。それは語葉的複合動詞と統語的複合動詞の関係という問題である。同じ「複
合動詞」という形式を有する以上、この 2 者の関係を積極的に扱うことが望ましいが、このような研究
は少ない。また、統語的複合動詞は補文構造の統語構造を有する以上、 V1 と V2の意味関係も自然と補
文関係をなし、第 2 部で見た語葉的複合動詞における補文関係複合動詞と連続性を有すると予想され
る。このような問題意識から、第 3 部では語葉的複合動詞と統語的複合動詞との連続性を解明すること
を目的とした。
第 7 章では、従来統語的複合動詞とされている再試行を表す 1'"'-'直す」の語形成部門を再考した。
1'"'-' 直す」は「論文が書き直される」のように直接受身が可能な統語的複合動調とされているが、
1*酒が飲み直される」のように受身が不可能な場合もある。従来の研究では、この2者の差は説明され
ていない。
1'"'-'直す」は、 (10) のように V1の動調種類によって V1 と V2の意味関係および複合動詞の直接受身
の可能性が変わる。
(10) A 類「作成動詞+直す」
a. 論文を書き直す(手段:書くことによって、論文を直す
L補文関係:論文を書くことを繰り返す
b. 論文が書き直された、家が建て直された、…
B 類「使役動詞+直す」
a. 花瓶を置き直す(手段: ?置くことによって、花瓶を直す
L補文関係:花瓶を置くことを繰り返す
b. 花瓶が置き直された、スープが温め直された、・
C 類「調査・認識を表す動詞+直すJ
a. 事件を調べ直す(手段: ?調べることによって、事件を直す
L補文関係:事件を調べることを繰り返す
b. 事件が調べ直された、アリバイが洗い直された、…
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D 類「その他の動詞+直す」
a. 酒を飲み直す(手段*飲むことによって、酒を直す
L補文関係:酒を飲むことを繰り返す
b. ?彼が殴り直された、*酒が飲み直された、…
なお、本動詞「直す」は対象名詞のクオリア構造 (Qualia Structure、小野2008参照)と合成する能
力を有し、「論文を直す→論文を f書ぐことJ で修正する J のように対象の主体クオリア (Agentive
Qualia、物体の起源や発生に関する要因を表す)に記載されている行為をすることで対象を修正すると
いう意味解釈ができる。複合動詞 I~直す」はもともと手段複合動詞の LCS を有するが、 A 類「論文
を書き直す」のように、 Vl (書く)が対象名詞(論文)の主体クオリアと一致する場合、 IVl を繰り返
すことで対象を修正する」という補文構造の LCS に派生する。この LCS がさらに、 B 類「花瓶を置き
直す」、 C 類「事件を調べ直す」、 D 類「酒を飲み直す」のように対象名詞の主体クオリアと一致しない
Vl も補文に取れる構造に派生していく。この派生が進むほど、 I~直す」の受身形の文法性が下がって
いく。その原因は、 I~直す」が IVl を繰り返す」という意味に特化され、「対象を修正する」という
意味が背景化するからである。そして、「サ変動詞+直す」の統語現象との平行性から、 D 類の I~直すJ
だけが統語的複合動詞に属するということがわかった。
第 7 章の結論として、 I~直す」の語形成には手段複合動詞から補文関係複合動詞へ、さらに統語的
複合動詞へと派生していく連続性・派生関係があるということを指摘した。
第 8 章では、多義的複合動詞 I~出す」における「位置変化」の意味と「アスペクト」の意味との連
続性を分析した。
I~出す」は (11)のように語葉的複合動詞と統語的複合動詞の 2 種類に大別でき、語柔的複合動詞
の I~出す」はさらに他動詞と自動詞の 2 種類に分けられる。
I~出す」
位置変化
(語葉的) I 自動調(補文) :鳩が飛び出す、虎が逃げ出す、水が流れ出す、
血がにじみ出す、…
他動調(手段) :財布を取り出す、家具を運び出す、
猫を追い出す、アイデアを考え出す、...
、、
31
ノ
ー，
i
? ?〆't\
アスペクト:雨が降り出す、彼女が泣き出す、酒を飲み出す、…
(統語的)
語葉的複合動詞の I~出す」のうち、他動詞用法は IV1することによって、 V2J のパラフレーズが
できるので、手段複合動詞の LCS を有すると考えられる。それに対し、自動調用法は I~出る」とい
う複合動詞と類義表現をなしているが、手段複合動詞のパラフレーズにも原因複合動詞のパラフレーズ
にも言い換えられない。統語現象を観察すると、自動調用法は、「逃げ出す:非能格自動詞+他動詞→
非能格自動詞J I流れ出す:非対格自動詞+他動詞→非対格自動詞」のように、 V1の自他性が複合動詞
に継承されるので、補文関係複合動詞の LCS を有すると考えられる(由本2005 も参照)。また、統語的
複合動詞の I~出すJ は統語上 V2が V1 を補文に取る構造になっているので、自ずと補文関係の LCS
を有すると考えられる。
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この 3 者の関係は以下の通りである。まず、手段複合動詞の I~出すJ と補文関係複合動詞の I~出
す」はともに「位置変化」という意味を有するので、意味上連続している。次に、補文関係複合動詞の
I~出す」と統語的複合動詞の I~出す」はともに補文関係の LCS を有するので、構造上連続している。
なお、補文関係複合動詞の I~出すJ は IV1事象の外部への位置変化J ということを意味し、もとも
と存在しない V1事象が突然開始するという意味に近いので、統語的複合動詞の I~出す」が表す「開
始のアスペクト」と意味上の連続性も見られる。
第 8 章の結論として、 I~出す」の語形成には、手段複合動詞から補文関係複合動詞へ、さらに統語
的複合動詞へと派生していく連続性・派生関係があるということを指摘した。
第 4 部その他の問題
第 9 章では、第 8 章との関連で、 (12) のような I~出る」と自動詞の I~出す」における類義性の
由来を分析した。
(12) 溢れ出る・溢れ出す、浮かび出る・浮かび、出す、転がり出る・転がり出す、こぼれ出る・こぼ
れ出す、忍び出る・忍び出す、滑り出る・滑り出す、飛び出る・飛び出す、流れ出る・流れ出す、
にじみ出る・にじみ出す、ふき出る・ふき出す、漏れ出る・漏れ出す、...
この 2 者のうち、 I~出る」は「手段:鳩が飛び出る→飛ぶことによって、出る J I原因:水が流れ出
る→流れた結果、出る J のように、手段複合動詞・原因複合動調に属し、本動詞「出る」の「主語の外
部への位置変化」という意味を引き継ぎ、複合動詞も主語の外部への位置変化を意味する。それに対し、
自動詞の I~出す」は第 8 章で分析したように、補文関係複合動詞に属し、 V1事象の外部への位置変
化を意味する。 V1事象の外部への位置変化は結果的に V1の主語(=複合動詞の主語)の外部への位置
変化と解釈されるので、 I~出る」と近い意味を表すようになる。ただし、自動詞の I~出すJ において、
位置変化するのはあくまでも V1事象全体なので、 I~出る」と異なり、自動詞の I~出す」に拘束から
解放されるという含意が読み取れる。
第 9 章の結論として、 I~出る J と自動詞の I~出す」は異なる LCS 合成を有するが、最終的にどち
らも主語の外部への位置変化として解釈されるので、類義性が生じるのである。
第10章では、詰葉的複合動詞の自他交替の成立原因について分析した。
日本語の語葉的複合動詞は普通「叩き壊す→*叩き壊れる」のように、 V2の形態変化により複合動詞
全体の自他性を交替できない。しかし、少数ながら「吊り下げる→吊り下がる」のような手段複合動詞
と「焼き上げる→焼き上がる J のような補文関係複合動詞の自他交替例が存在している。
自他交替ができる手段複合動詞は、 (13) のように、 V1 と V2が同じ結果を意味するものばかりで
ある。
(13) a. 位置変化 1 : V1 と V2が統語的に同じ物理的位置変化を指す。
入れ替わる、付け加わる、積み上がる、吊り上がる、張り付く、…
b. 位置変化 II : V1 と V2が同じ物理的位置変化相当の結果を取る。
打ち上がる、覆い掛かる、刻み付く、吸い付く、吹き飛ぶ、焼き付く、
c. 位置変化m: V1 と V2が同じ抽象的位置変化の結果を取る。
当てはまる、切り替わる、繰り上がる、繰り下がる、結び付く、・・・
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d. 状態変化: V1 と V2が同じ結果状態を取る。
折り曲がる、組み合わさる、擦り切れる、解きほぐれる、ないまざる、・
それに対し、 V1 と V2の結果性が一致しない場合、「切り落とす→事切り落ちる J r叩き壊す→*叩き
壊れる」のように自他交替は成立しない。
また、 (14) に示されるように、自他交替ができる補文関係複合動詞 r~あげる」は作成動詞の V1 を
持つものばかりである。
(14) a. 編み上げる、組み上げる、染め上げる、炊き上げる、縫い上げる、一­
b. 編み上がる、組み上がる、染め上がる、炊き上がる、縫い上がる、…
本動詞の「あげる」は「今週中に原稿を上げる」という作成動調の用法を有するので、 (14a) の r~
あげる J では V1 と V2がともに作成の意味を有し、結果の一致をなしていると考えられる。それに対し、
「歌い上げる→*歌い上がる」のように、 V1が作成の意味を有しない場合、 r~あげる J の自他交替は
成立しない。
第10章の結論として、 2 つの動詞要素が複合する際に、 LCS で結果性が照合され、結果が一致する
場合のみ、複合動詞がはじめて自他交替の能力を持ち得ると結論づけられる。
第 5 部結論
第11章では、第2部~第4部の分析結果を体系的にまとめ、本論文の結論と意義を提示するとともに、
残された課題について述べた。
第 2 部~第 4 部の分析結果から、複合動詞の各分類は互いに分断された存在ではなく、 (15) のよう
な連続的な関係をなしていると考えられる。
(15) 複合動詞の連続性・派生関係
様態補充関係 補文|関係
/匡画一→画面
圃:↓〉く↓
\直酢→軍司
補文関係複合動詞 統語的複合動詞
五日=一一円
H 案 音日 F可 統語部門
(15) では、上段の「様態補充関係J ((4) のモデルが適用される)と「補文関係J ((5) のモデルが
適用される)は V1 と V2の最も抽象的な意味関係を表す。中段の枠は「様態補充関係」と「補文関係」
の内訳であり、従来の研究で分類されてきた複合動詞分類である。また、下段の「語葉部門J と「統語
部門J は複合動詞の語形成部門である。最後に、 (15) における矢印(太さを問わず)はそれぞれの分
類聞の連続性・派生関係の方向を表す。
もっとも、継起複合動詞と一部の原因複合動詞は様態の補充という動機づけから逸脱しているので、
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「様態補充関係」に入れるのは適切ではない。ただし、こういった複合動詞は数量的に少なく、様態補
充の典型である手段複合動詞からの連続性・派生関係も考えられるので、説明の便宜上、ここでは「様
態補充関係」で一括する。
(15) でわかるように、語葉的複合動詞の様態補充関係には手段複合動詞を中心として広がっていく
連続性・派生関係がある。また、複合動詞全体に、様態補充関係(主に手段複合動詞)から補文関係へ、
言い換えれば、語葉的複合動詞から統語的複合動詞へと派生していく連続性・派生関係がある。語嚢的
複合動詞における補文関係複合動詞は実は語葉的複合動詞と統語的複合動詞の中間的な存在である。
以上のように、本論文は従来明らかになっていない複合動詞の分類聞の関係を (15) のように体系化
したことによって、複合動詞研究に新しい風穴を開けることができたと思われる。
最後に本論文に残された課題をまとめておく。
①本論文はマクロな視点で語葉的複合動詞の分類聞の関係を分析しているので、個別の複合動詞聞の
細かな差異を捨象している。語葉的複合動詞における連続性をより明らかにするためには、今後分
類聞の相互関係だけでなく、同じ分類に属する複合動詞間の相互関係も視野に入れる必要がある。
②本論文では r~直すJ r ~出す」を例に語集的複合動詞と統語的複合動詞の連続性について分析し
ているが、 r~直すJ r ~出す」だけでは語葉的複合動詞と統語的複合動詞の連続性を完全に解明し
たとは言えず、今後さらに例を増やして分析する必要がある。
③補文関係複合動詞と統語的複合動詞はともに補文構造の LCS を有するが、統語的複合動調だけが
補文構造の統語構造と対応しているのはなぜなのか。複合動詞における LCS 合成と統語構造との
対応関係の解明も今後の重要な課題である。
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論文審査結果の要旨
本論文は、現代日本語に見られる複合動詞の語形成を考察したものであるが、全体は、 5 部11章から
成っている。
「第 l 部序論」は、本論文の導入として、語形成の定義、複合動詞の先行研究、本論文の位置づけ等
について論じた後、本論文の理論的枠組み、すなわち語素意味論の基本的考え方と構成要素の有する語
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葉概念構造の合成メカニズムについて論じる。
「第 2 部語葉的複合動詞の連続性」は、第 3 章で、語葉的複合動詞の先行研究を概観した後、第 4 章
で、「駆け登る」等、手段と様態の二重解釈が可能な複合動詞と、「資料を持ち帰る」のような V1 の内
項を受け継ぐ様態複合動詞を取り上げ、語業的複合動詞の語形成の連続性を明らかにする。第 5 章は、
語葉的複合動詞一般に見られる「他動性調和の原則」の成立根拠を、動作様態の補充という語葉的複合
動詞形成の動機づけの観点から説明する。
「第 3 部語葉的複合動詞と統語的複合動詞の連続性」は、第 6 章で、統語的複合動詞の先行研究を概
観した後、第 7 章で、従来、統語的複合動詞とされている再試行を表わす I~直す」を取り上げ、この
語の語形成が、手段複合動詞から補文関係複合動詞、さらに統語的複合動詞へと派生していく様を分析
する。第 8 章は、多義的複合動詞 I~出す」における「財布を取り出す」等の「位置変化」の意味(語
葉的複合動詞)と「雨が降り出す」等の「アスペクト」の意味(統語的複合動詞)との連続性を明らか
にする。
「第 4 部その他の問題」は、第 9 章で、「流れ出る・流れ出す」のような I~出る」と I~出す」の
類義性の由来を分析・説明する。第10章は、「吊り下げる→吊り下がる」のような語葉的複合動詞に見
られる自他交替の成立原因について分析する。
「第 5 部結論」は、第 2 部~第 4 部の分析結果を体系的にまとめ、本論文の結論と意義、ならびに残
された課題について述べる。
以上、本論文は、従来の日本語語形成論に欠けていた問題意識を明確に保持しつつ、語葉意味論の立
場から、構成要素の有する語集概念構造の合成という手法によって、語葉的複合動詞と統語的複合動詞
の連続性を綴密に分析・例証した点で高く評価される。斯学の今後の発展に寄与するところ大である。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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